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政府ならびに原子力委員会は。いよいよ
コールダーホール改良撃■力専

の設置につき。最終的な決定に追ちれているが。わが党は原子力平
和現脚

の発展を願 つ立場より,次のI点につき強 く政府ならびに委員会の洋書宇鶴

喚起するふ分である。

すなわち、

1_本勤力炉の手全性 .耐震性については .

識が生じて来た経輝に筆み。今
`1に

おいて

れ る 。

1.その絶活性は.英本国においては電用プル トニウムの生 rr‐によつて相

殺せ られているもののごと〈・ 綱発電用とt/ては別個
の型式に1切‐学 えヽ

られんとしている。 ●

1.炉 のi軍転に ともな つ放射能対策 。また万一の事故に対す るが 償につい

ては,発留を走、くマ)あまり今日めところなんらi壺切な措置がとなれて■

らないことはあまりにも無責任である。             |
1´ 設置が予定され́ている東海村は.気=象その仕の自然的条件ヤ人1騨態

等において大型炉の設賛に不i商ななかりでなく・隣接して来壼轟華素書

言1雛IItti写勇曇曾曇箕織 』星を鐵:=鳳
を強行するなれば,それはあきらかに1

の獲力に麓じ″原子力の平麓fll事刻難

れわれの方針を無視するふのであり,1

ここに重ねて政府の慎重力つ 責任ある警換を求める次オであお |ド
|■ご

右 申入れ る。 |  |
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内 閣 総 ‐理 大 臣 雉

機本原子力委員会委員長、中奮根
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